
10Gbit/s帯域光レシーバのビット誤り率特性試験

光通信において伝送品質は重要なパラメータであり、その評価方法の一つ
としてビット誤り率特性試験が挙げられます。 特に周波数帯域やノイズ性
能が重要となる光受信器では、受信感度特性や光伝送路の影響を考慮し
た伝送ペナルティが、伝送品質を確保する上で大切な項目となります。

アプリケーションのポイント

ビット誤り率特性を取得するには、BERT*１の他にE/O変換器（光変調器、
CW光源）、光減衰器、光パワーメータなどを組み合わせて測定する必要が
あります。 DUT*2である光レシーバに入力する光パワーを高精度に可変し、
その入力パワーに対するビット誤り率をBERT(ED*3)で測定し、グラフ化す
ることで ビット誤り率特性試験ができます。 一連の測定を効率よく試験す
るためは、光減衰器、光入力パワーおよび BERTのシーケンス制御が重要
になります。 

概　要

■ 19インチラック幅のフレームコントローラ
BERT、光源、光変調器、光減衰器、光パワーメータの全モジュールが搭載可能

■ 10Gbit/s帯域
9.95～11.32Gbit/sの通信レートでビット誤り率特性試験が可能

■ ED最小感度100mVp-p以下

特　長

アプリケーションテストシステムAQ2200シリーズ10Gbit/s BERTは、機能
拡張と利便性を基本コンセプトとしており、機能ごとのモジュールで構成する
ことにより、容易にシステムアップができます。非常にコンパクトで設置場所
を有効に活用できます。
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ビット誤り率特性試験システム

光源 変調

（注） エラーカーブグラフは、AQ2200フレームLCD
　　 画面には表示されません。
       この例は測定後のデータをPCで処理しています。

AQ2200の詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/AQ2200/welcome.htm?nid=left

